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<日 |ギ
コイ|万銀座で死す
東京の研究会「ほぼ特定」

宮  チ‐ 栞洋 硬匹ht g氏 ocht

【東
京
支
社
】
ジ

ョ
ン
万
終
焉

（し
ゅ
う
え
ん
）
の
地
は
銀
座
の

一
等
地
Ｐ
「
”
土
佐
清

水
市
出
身
で
日
本
の
開
国
に
貢
献
し
た
ジ

コ
ン

（中
浜
）
万
次
郎
が
亡
く
な

っ
た
家
の
あ

っ

た
位
置
を
、
東
京
都
の

「ジ

ョ
ン
万
次
郎

・
江
東
の
会
」

（落
合
静
男
会
長
）
が
調
べ
て
い

る
。
中
央
区
銀
座
２
丁
目
の
モ
ダ
ン
な
宝
飾
店
の
ビ
ル
が
立
つ
場
所
だ
と

「ほ
ぼ
特
定
で
き

た
」
と
し
て
お
り
、
１２
日
の
命
日
を
前
に

「晩
年
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
で
万
次
郎
を
広
く

知

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
野
泰
士
）

同
会
は
江
東
区
に
あ

っ
た
土

佐
藩
下
屋
敷
に
暮
ら
し
た
万
次

郎
の
功
績
を
地
域
で
伝
え
て
い

こ
う
と
２
０
■
０
年
に
発
足

し
、
研
究
を
続
け
て
い
る
。

同
会
に
よ
る
と
、
万
次
郎
は

下
屋
敷
に
暮
ら
し
た
後
、
長
男

の
東

一
郎
ら
家
族
と
共
に
晩
年

を
過
ご
し
、　
コ
京
橋
区
弓
町
８

番
地
」
で
亡
く
な

っ
た
。
現
在

の
中
央
区
銀
座
に
当
た
る
が
、

詳
し
い
場
所
は
分
か

つ
て
い
な

い
と
い
う
。
　
　

　

　

　

一

調
査
し
た
の
は
、
医
師
だ

っ

た
東

一
郎
が
創
設
し
た
日
本
保

険
医
学
会
の
元
会
長
、
塚
本
宏

さ
ん

（８０
）
。

「
中
浜
東
二
郎
日

記
」
の
出
版
に
携
わ

っ
た
縁
で

「江
東
の
会
」
に
入
り
、
昨
年

か
ら
日
記
の
記
述
や
古
い
地
図

を
調
べ
て
い
る
。

塚
本
さ
ん
は
、
■
９
０
２
（明

治
３５
）
年
発
行
の
銀
座
周
辺
の

住
宅
地
図
で

「弓
町
８
番
地
」

を
調
べ
、

「
岡
本
武
沢
」
名
の

土
地
を
発
見
っ
岡
本
は
万
次
郎

の
最
期
を
み
と

っ
た
医
師
で
、

「中
浜
卜
」
に
は
■
９
０
０
年
、

東

一
郎
が
岡
本
に
自
宅
の
売
却

を
相
談
し
た
と
の
記
述
が
あ

る
。

「当
時
、
東

一
郎
は
病
院

の
買
い
取
り
資
金
が
必
要
だ

っ

た
状
況
も
分
か

っ
て
お
り
、
岡

本
に
住
宅
を
売
却
し
た
と
考
え

ら
れ
る
」
こ
と
か
ら
、
万
次
郎

が
亡
く
な

っ
た
場
所
と
判
断
し

た
。現

在
の
地
図
に
当
て
は
め
る

と
、
銀
座
２
丁
目
の
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
と
し
て
知
ら
れ
る
宝
飾
品

大
手
ミ
キ
モ
ト
の
ビ
ル
が
立
つ

場
所
。
同
会
は
１０
日
に
豊
島
区

の
霊
園
で
万
茨
郎
の
墓
前
祭
を

行
い
、
名
終
焉
の
地
」
も
訪
れ

る
予
定
だ
。
　

―

　

　

一

腋
鯨
卸
終
焉
の
地
「
ほ
ぼ
特
定
」

宝飾店ビル立つ■等地か

ジ
ョ
ン
万
次
郎
終
焉
の
地
と
目
さ
れ
る
場
所
に
立
つ
宝
飾
店
の
ビ
ル

（東
京
都
中
央
区
銀
座
２
丁
目
）


